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ハイダ語の複文構造：従属節の分類に関する試論

堀　　　博　文

キーワード：複文　従属節　ハイダ語

１．はじめに

ハイダ語では，２つ（かそれ以上）の節を繋げて複文をつくる際に，従属節
の述語動詞がいろいろな形式をとり，かつ，従属節であることを示す標識が付
加される1。例えば，次の例では，それぞれ従属節の述語が定動詞となったり，
接尾辞 -ɡaay (-aay) ~ -ɡeey (-eey) や母音変換によって名詞化されるなど，様々
な形式をとる（それぞれの述語動詞の形式については２節を参照）2。

(1)		 ʼlə=ʔistlʼəχa-ɡən=sɢawdaɡi		  ʼlaa=ɢa 		 ɬə=kilʼlaa-ɡən.
		  3=come-PST=because 							      3=to			   I=thank-PST

				   「彼（女）が来てくれたので，私は，彼（女）に感謝した」

	 1	 ハイダ語は，北米先住民諸言語の１つで，北米北西海岸地域で話される系統不明の言語である。本
稿で主に扱うのは，カナダのブリティッシュ・コロンビア州のハイダ・グワーイHaida Gwaii（旧
名：クィーン・シャーロット諸島）のスキドゲイトSkidegateで話される方言である。

	 2	 本稿のデータは，典拠が示されていない限り，筆者が得たものである（他の文献から引用する際は，
本稿の表記に改変して示すことにする）。例で用いる略号は次の通りである。

		  AFTH: afterthought, CAUS: causative, CNT: continuative, COMP: complementizer, FOC: focus, FUT: future, 
HABIT: habitual, IMP: imperative, INDF: indefinite (pronoun), INFO: information, NEG: negative, NMLZ: 
nominalizer, NPST: nonpast, PL: plural, POSS: possessive, PR: present, PST: past, REL.NPST: relative nonpast

		  ハイダ語の音素目録は次の通りである（[ ] 内に国際音声字母による表記を示す）：b, d, ɡ, ɢ, ʔ; (p), 
t, k, q; tʼ, kʼ, qʼ; s, ɬ, x, χ, h; j [d͡ʒ], c [t͡ʃ], cʼ; dl, tl, tlʼ; m, n, ŋ; w, y, l; ʼl [ʔl]; i, (e), a, (o), u, ə。尚，閉
鎖音と破擦音の有声字は無声無気音，無声字は無声有気音を表わす。また，/’/ はゆるやかな声立
てを表わす。
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(2)		 sabəliiɡaay 	 ɬaa 	qyaaŋɡeey=ɡu=χan 					    ɬaa 	taa-ɡən.
				    the.bread			   I				   see[NMLZ]=as.soon.as 			  I 			  eat-PST

				   「私はパンをみると，すぐに食べた」

(3)		 dii 	hitʼaɢan+ʔinaa-dyaa=di=ʼuu 								       dii 		 ʔawɢa		 ʼləʔinaa+sdiŋ-ɡən.
				    I			  be.young-CONT[NMLZ]=during=FOC		 my 	mother		  get.married+two-PST

　		 「私が若かった時，私の母が再婚した」（-dyaa < -di [CONT]）

これらの例のように，２つ（かそれ以上）の節が繋げられる時，それらの節
の関係を示す標識が付加されている方を従属節，その標識を従属節標識とする

（本稿では，太字で示すことにする）。一般的に従属節といった時は，名詞を修
飾する連体修飾節（関係節）や埋め込み文で名詞句のように働く補文節などが
あるが，本稿で扱うのは，連用修飾節として働く副詞節である。尚，ハイダ語
においては，上の例が示すように，従属節は常に主節に先行する3。

本稿は，従属節において述語動詞の取り得る形式と従属節標識の関係の観点
から従属節の分類を試みることを目的とする。

２．従属節に現われる述語動詞の形式

従属節において現われる述語動詞の形式は，大きく分けて，定動詞，不定動
詞，名詞化された形式の三通りある。定動詞は，いわゆる屈折接尾辞が付いた
形式である。従属節に現われる述語動詞に付く屈折接尾辞は，-ɡən (PST) もし
くは -s (REL.NPST) であり，従属節の述語に定動詞が現われる場合，主節の時制
などに応じてそれらのいずれかをとる4。これらの屈折接尾辞が付加されて定動
詞となっている述語が従属節に現われている例は，次の通りである。

	 3	 尚，従属節が主節に後行する場合は，次の例に示すように，追加を表わす =ʔaaが付加される。
		  huu 		 dii 		 χaadɢa 	ɬɢa 		 dawɡən 	 saah=ɡi ʼla 	kʼaatʼa, 	musəmuusɡaay tləɬɢwaaχaɡiɬ-ɡaay=ɢan=ʔaa.
		  then		 my		 father			  rock		 got						     upward		 3	 throw			  the.cow							       scare-NMLZ=in.order.to=AFTH
		 「私の父は，手に持った石を上に投げた。牛を驚かせるために」
	 4	 主節に現われる屈折接尾辞には，他に -ɡa (NPST), -ɡaŋ (PR) がある。いずれも従属節に現われること

がなく，前者は平叙文，後者は内容疑問文において用いられる（但し，平叙文に現われることもあ
る）。更に，命令文や極性疑問文に現われる -∅もあるが，これらは，ここでの議論には大きく関
わらないので，ここでは省略する。
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(4)		 dii	qatʼuu-ɡən=ɢaɡən=ʼuu 						     χaw 	 ɬə=nilɡən.
				    I			  be.thirsty-PST=because=FOC		 tea 		  I=drink[PST]
				   「私は喉が渇いたので，お茶を飲んだ」

(5)		 huu 		 ɬə=suu-s=ɡaŋəŋ 	ɢaal 		  ɬɢunʔuɬ=ʼuu 	xalqaa-ɡəŋ-ɡiin-ii.
				    then 	I=say-NPST=like 		 night 	 three=FOC 			  go.by.boat-HABIT-PST-INFO

				   「それで，私が言ったように，3日間，ボートで行ったものだ」

これらの屈折接尾辞は，いずれも時制を表わす要素であるが，それらのいず
れが従属節の述語動詞に用いられるかは，後続する従属節標識によって決まる

（但し，従属節標識と述語動詞の形式は一対一で対応しているわけではない。３
節参照）。これらの屈折接尾辞はいずれも単文の述語動詞にも付加されるが，-s 
(REL.NPST) は，主節の動詞に標示される時制によって決まる相対的な時制の標
識であるゆえに，-sによって定動詞となっている述語の従属節は，-ɡən (PST) に
よる定動詞が述語となる従属節に比べ，自立性が低いといえる。

しかし，従属節の述語は必ずしも定動詞とは限らず，次の例のように，これ
らの接尾辞が一切付かない不定動詞（あるいは不定形と称する）の場合もある。

(6)		 χaayda kil 						     tlʼə=ɡyaaɡiŋ-ɡii=ɡyaan=ʼuu 	 ʔad 		 tlʼə=daalsɡiidaŋ.
				    Haida.language 		 3PL=use-always=if=FOC 					    with 	3PL=find.useful[PR]
				   「ハイダ語を使えば，人々はハイダ語が役に立つと思う」5 

このような不定動詞で終わる節は，単独で現われることがないので，自立性は
低いといえる 6。

一方，従属節に現われる述語動詞が名詞化する場合もある。名詞化に関わる
形態的手法は，接尾辞 -ɡaay (-aay) ~ -ɡeey (-eey)（以下，-ɡaayで代表させる）
の付加と動詞末尾の母音変換である。例えば，

	 5	 Xaayda Kil phrases CD #5, Track 89 (Skidegate Haida Immersion Program, 2004)
	 6	 但し，今の話者の話すハイダ語においては，屈折接尾辞が付かない不定動詞で節や文が終わること

が多い（例えば，(14) など）。不定動詞の現われが談話の流れにおいて何らかの機能を担っている
可能性も十分考えられるが，それとは別に，不定動詞が多用されるのは，屈折接尾辞の付加にかか
る複雑な形態音韻規則を避ける，一種の単純化によるとも考えられる（堀2013も参照）。
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(7)		 tlaan				   ʼlə=ʔwaa-ɡaay=dləw 	naaɡaay=sda 			  ʼla 	qaaydən.
				    no.more		  3=do-NMLZ=when 		 the.house=from 	3 	leave[PST]
				   「彼はやめると，家を出た」

(8)		 daɢaɬ 					    tlʼə=χaw-ɢaɡyaa=ɡyaan-aa 			  dajiŋ 	tlah 		 ɡutʼasəŋ…
				    tomorrow 	 3PL=fish-go[PL.NMLZ]=if-IMP 		  hat 		 new 	wear[IMP]…
				   「明日，彼らが魚釣りに出るなら，新しい帽子をかぶれ」(Swanton 1905: 31)

これら２つの名詞化の方法のうち，広範にみられるのは接尾辞 -ɡaayによる
名詞化であり，母音変換は生産的ではない。母音変換は，従属節標識が付加さ
れる動詞の末尾の音節でみられ，多くの場合，二重母音（(8)の接尾辞 -ɢaɡi ‘go 
out’ (PL) > -ɢaɡyaaなど）や長母音となって現われる7。母音変換によって名詞
化されてできた形式は，-ɡaayによる名詞化と違って，それ単独で名詞一般のよ
うに振る舞えないという点で，自立性はかなり低いとみられる。例えば，次の
例において，動詞halχa ‘to gather’ を主語とするには，(b) のように母音変換に
よって名詞化した形式は不適格であり，(a) のように名詞化接尾辞 -ɡaayによっ
て名詞化した形式でなくてはならない。

	 (9)		 a.	∅=ɡi 	halχa-ɡaay 			  siŋɢiicʼi-ɡəŋ-ɡiin-ii.
				    ∅=to 	gather-NMLZ 	be.hard-HABIT-PST-INFO

							      「それ（=∅）を集めるのは，大変なものだった」
					     b.	*∅=ɡi 		 halχaa 							       siŋɢiicʼi-ɡəŋ-ɡiin-ii.

					     ∅=to 		 gather[NMLZ]	 	be.hard-HABIT-PST-INFO

　以上，ハイダ語の従属節の述語として現われる動詞の形式を，自立性の高さ
も含めてまとめると，次のようになる（＞の左側が自立性が高いことを示す）。

(10)		 従属節に現われる動詞の形式
					     a.	動詞的　-ɡən > -s > -∅（不定動詞）
					     b.	名詞的　-ɡaay > 母音変換

	 7	 現代の話者の話すハイダ語においては，少なくともSwanton (1905) やEnrico (2003) にみるほどに
頻繁に母音変換が観察されるわけではなく，かなりのものが廃れかかっているようである。
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３．従属節標識と述語動詞の形式

上で述べたように，従属節標識と述語動詞の形式は一対一で対応するわけで
はなく，従属節の述語動詞は，同じ従属節標識の場合であっても，上述の２つ
かそれ以上の形式となることが多い。

まず，従属節に現われる動詞の形式が１つに限られるのは，(11) ～ (13) の従
属節標識の場合であり，それらの従属節では，述語動詞が，-ɡaayが付加された
形式（すなわち，(10b) の名詞的なもの）となることが多い8。

(11)		 ʔiinəŋaay 			  sɢuŋɡa-ɡaay=kʼyaawɢa 		 tlʼə=ɢid-s=ɡyaan
		  the.herring 	 spawn-NMLZ=in.order.to 		 3PL=wait-NPST=when

					     χaɡu=ɡi=ʼuu 				   tlʼə=halχa-ɡəŋ-ɡin.
		  halibut=to=FOC		 3PL=gather-HABIT-PST

					    「人々は，鰊が産卵するのを待っている時，オヒョウをとったものである」

(12)		 hakʼwaan 		 daa 		 saaw-ɡeey=ɢaadχan=ʼuu
		  that.way 		  you 		 say-NMLZ=if.not=FOC

					     ɡəm 	ɬɢaŋɡulχaa-ɡeey 		 daa 		 qiiχa-ɢəŋ-saŋ.
		  NEG 		 work-DEF 								       you 		 find-NEG-FUT[PR]

					    「もしあなたがそのように言わないなら，その仕事には就けないだろう」

(13)		 ʼlə=skʼiisdlə-ɡaay=ɢá=ʼuu 			   sabəlii-ɡaay 		 ʼlaa 		 taa-ɡən.
			   3=be.full-NMLZ=until=FOC 		 bread-DEF 				    3 			  eat-PST

					    「彼（女）はお腹がいっぱいになるまでパンを食べた」

これらの従属節に現われる述語は，形態的にみれば，名詞化接尾辞によって
名詞類になっているので，節というよりも句というのが適切かもしれない。但
し，名詞類に変換されても，(11) のように，その節の主語 ʔiinəŋaay ‘the herring’ 
は，そのままであり9，更に，その後続の主節とは主語が異なっている（後続の
節の主語はtl ə̓= ‘they’）。

	 8	  Enrico (2005) によれば，(11) の =kʼyaawɢa ‘in order to’ や (12) の =ɢaadχan ‘if not’の場合は，その
従属節の述語は母音変換によって名詞化されることもある。

	 9	 ハイダ語のアライメントは，名詞に主語を示す標識が付かない，無標示型である。
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一方，動詞的なもの（= (10a)）で従属節の動詞の形式が１つに限られるの
は，従属節標識が =qawdi ‘after’ の場合のみである。例えば，

(14)		 huu 	̓lə=qʼaaŋɡiŋəŋ=qawdi 	dii 		 naanɢa 							      qʼaaɬuu.
					     then		 3=whine=after 							      my 	grandmother 		 get.up
					    「彼がしばらくむずかった後，私の祖母が起き上がった」

この例の従属節の動詞qʼaaŋɡiŋəŋ ‘to whine’ は屈折接尾辞がついていない不定
形である。

(11) から (14) の従属節の述語には時制標識である屈折接尾辞が一切付かない
ゆえに，その節で表わされる出来事の時間は，主節の述語で表わされるそれに
よって指定される。

次に，従属節の述語動詞の形式が二種類ある場合をみてみると，大きく分け
て，次のようなパターンがある。

			   [1]	-s (REL.NPST) ～ 名詞化（接尾辞 -ɡaayの付加と母音変換の両方もしくは
いずれか一方）

			   [2]	a.	-s ～ 不定動詞
						      b.	-s ～ -ɡən (PST)

[1] は，述語の動詞が -s (REL.NPST) が付加された形式あるいは名詞化した形
式となるかのいずれかである。例えば，

(15)		 a.	hakʼwaan=ʼuu 		 ɬə=dləjuu-ɢas-əs=ɢan=ʼuu 
							       that.way=FOC 		 I=act-FUT-NPST=in.order.to=FOC

							       saah ʼlaana 	χaŋ=ɡu 		  kiɢaŋ 					    ɬə=qʼaalaŋ-ɡa.
							       God								       face=at 		  own.name 	I=write-NPST

							      「そのように振る舞うために，私は神の面前で自分の名前を書く」
					     b.	huu 		 kʼudʔwaal=ɢan=ʼuu 							       ʔəɡəŋ 		 ʼla 		 ɢiiɬɡi-da-ɡən.
							       then 	die[NMLZ]=in.order.to=FOC 		 oneself 		 3	  	be.ready-CAUS-PST

							      「彼は，死ぬために準備をした」

いずれも従属節標識 =ɢanによって２つの節が繋げられているが，(15a) では従
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属節の述語動詞に -s (REL.NPST)（但し，ここでは異形態の -əsが現われている）
が付いているのに対し，(15b) では，動詞kʼudʔuɬ ‘to die’ において母音変換が
生じ（u > waa），名詞化している10。いずれにおいても時制を表わす標識は付
かないので，時制は，主節のそれに依存する。従属節標識 =ɢanの場合，動詞
はこのように両様の形式が現われるが，両者に大きな意味的な違いはない。=ɢan
と同じようなパターンを示す従属節標識には，=kunɢasda ‘before’, =ɡaŋaaχan 
‘as soon as’ などがある（但し，これらの従属節標識の場合，名詞化は，接尾辞 
-ɡaayの付加によるものに限られる）。

[2a] は，従属節の述語動詞が屈折接尾辞 -s (REL.NPST) をとる場合と一切の屈
折接尾辞が付かない不定形の場合があるというパターンである。すなわち，屈
折接尾辞の付加は随意であり，仮に -sが付いたとしても，従属節の時制は，主
節に依存するという点で自立性は低い。例えば，

(16)		 ʔiitlʼə 	qʼud(-s)=skʼyaan 											          ɡəm 		 tʼaləŋ 	ɡə 			  taa-ɢəŋ-ɡən.
					     we				   be.hungry(-NPST)=although 		 NEG 			  we 			   INDF 	eat-NEG-PST

					    「私たちはお腹が空いていたけれども，何も食べなかった」

(16) の従属節標識 =skʼyaan11 の場合は，-s (REL.NPST) の付加が随意である，つ
まり，従属節の動詞が不定形であることもあり得る。

それに対し，[2b] の場合の従属節の述語は定動詞でなくてはならず，主節の
動詞の時制に応じて屈折接尾辞 -s (REL.NPST) もしくは -ɡən (PST) が必ず付く。
例えば，

(17)		 ʼlə=ʔistlʼəχa-s/-ɡən=sɢawdaɡi 		  ʼlaa=ɢa 		 ɬə=kilʼlaa-ɡən.
					      3=come-NPST/-PST=because						     3=to 			  I=thank-PST

					    「彼（女）が来てくれたので，私は，彼（女）に感謝した」(= (1))

(17) の =sɢawdaɡi の場合のように，従属節の動詞に，屈折接尾辞の -s (REL.

NPST), -ɡən (PST) のいずれかが必ず付加され，従属節の述語が定動詞でなくて
はならないものには，=kʼyaaɬ ‘everytime’ などがある。

	 10	 =ɢanが従属節標識となる従属節の述語は，-ɡaayによって名詞化された形式の場合もある。
	 11	 自由変異として =skʼyaaχanという形式もある。
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続いて，従属節の述語動詞がとる形式が三種類ある場合をみてみると，

			   ①	 -s (REL.NPST) が付いた形式～不定動詞（つまり，屈折接尾辞が一切付か
ない形式）～母音変換によって名詞化した形式

			   ②	 -s (REL.NPST) が付いた形式～屈折接尾辞の付加が随意（つまり，定動詞
か不定動詞かの選択が自由）～名詞化接尾辞が付いた形式

			   ③	 -s (REL.NPST) が付いた形式～-ɡən (PST) が付いた形式（つまり，定動詞）
～名詞化接尾辞の付加あるいは母音変換によって名詞化された形式

の3つのパターンがみられる。
まず，① は，=ɡyaan ‘if’ が従属節標識として付加された従属節の述語動詞に

のみみられる。次の例を参照：

(18)		 a.	ɢaal+yahɡu-ɢiiɬ-s=ɡyaan=ʼuu 		 tlaan 				’   laa=ɢan 	 ɬə=ɬɢaŋɡulχa-sɡa.
				    midnight-become-NPST=if=FOC 	no.more 		 3=for 			  I=work-FUT[NPST]

							      「夜中になれば，私はもう彼のために働かない」
					     b.	ʔaan 	ɬaa 	ɡə 			  ɬɢay=ɡyaan 	tləɡuχan 	 ɡu 		 ʼlə=qʼayχa-sɡa. 

				    here 	I 			  INDF 	dig=if 							      anyhow			  at 			  3=be.stuck-FUT[NPST]
							      「私が（穴を）掘れば，とにかく彼はそこで身動きがとれなくなるだろう」
					     c.	ʔəsii 	tləɡaay=ɢá 			   aliens-ɡaay 		 ʔistlʼəχaa=ɡyaan 

				    this 		 place[DEF]=to 	aliens-DEF 			  come[NMLZ]=if
							       ɡə 			  ɢaayaa-s=ʼuu 				    tlʼə=ʔisda-tlaaɡəŋ-ɢas-ɡa.

				    INDF 	be.fat-NPST=FOC 		 3PL=take-first-FUT-NPST

「もしこの土地にエイリアンが来たら，太った人が最初に連れて行かれ
るだろう」

(18a) は述語動詞が -s (REL.NPST) をとっている場合，(18b) は述語が不定動詞の
場合，(18c) は述語動詞が母音変換によって名詞化した形式（ʔistlʼəχaa < ʔistlʼəχa）
が現われている場合を示している。同じ従属節標識に対し，これら三通りの形
態的な違いがみられるが，それらの間の意味的な違いはないようである。

②のパターンを例示するのは，次の (19) である。
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(19)		 a.	̓ lə=jaaɢa 	qʼaaɬawaa(-s/-ɡən)=silaayɢa 	 hawχan 	ʼlaa 	taydaayaa-ɡən.
				    3=wife 			  get.up[EVD](-NPST/-PST)=after	 	still 						     3 		 lie[EVD]-PST

							      「彼は妻が起きた後も横になっていた」(Enrico 2005ː 618)
					     b.	ɡyaan=haw 	sda 		 ʼlaa 		 ɡiyaaɬə-ɡaay=silaayɢa=haw 

				    and=FOC 			  after 		 3	  		 hunt?-NMLZ=after=FOC

							       ʼlaaɢa	 ʔawhda 			  ɡə taɡaay 	̓laaɢa ʼla 	qʼuɬdaayaaŋ 				   ʔwan 	suu-ɡa.
				    3POSS		 porcupine 	food[DEF]	 3POSS 	3	 	steal[EVD.COMP] 	they 		 say-NPST

「彼が狩りに出かけた後，ヤマアラシは，彼の食べ物を盗んだそうであ
る」 (Swanton 1905: 45)

このタイプでは，従属節の述語動詞に時制を表わす屈折接尾辞を付加するのは
随意であるので，この場合は，(19a) のように，-s (REL.NPST) もしくは -ɡən (PST) 
の有無に拘わらず，適格である。あるいは，(19b) のように名詞化接尾辞 -ɡaay
によって名詞化された形式となることも可能である。=ɢii ‘because’ も従属節の
述語動詞がこの =silaayɢa ‘after’ と同じようなパターンを示す（但し，名詞化の
場合は，母音変換もみられる）。

最後に，次の (20) によって③の場合をみてみる。

(20)		 a.	huu	 ʼlaa=ʔəsiŋ 		 siŋ+ɡwaaʔad-ən/-s=sda=ʼuu 
							       then		 3=too 					    die-PST/-NPST=after=FOC 
							       dii 		 qaaɢa 	kiɢaay 			   ʔisda-ɡən.
							       my 	uncle 	the.name 	take-PST

							      「彼が亡くなった後，私のオジがその名前を受け継いだ」
					     b.	̓ lə=jaaɢa 	kʼudʔwaaleey=sda 	tada 	sɢwaansiŋ-ɢyaalɡeey=dləw …
						        3=wife 			  die[NMLZ]=after 			  year 	be.one-become[NMLZ]=when
							      「彼の妻が亡くなった後，1年経った時…」

(20a) は，従属節の述語が定動詞（-s (REL.NPST), -ɡən (PST)）である場合，(20b) 
は，名詞化接尾辞が付加された場合をそれぞれ示している。従属節の述語動詞
が名詞化する場合，名詞化接尾辞が付加されるか，それとも，母音変換による
かは，従属節標識によって決まる。例えば，従属節標識 =ɡyaan ‘and’ が付いた
次の例では，その述語動詞は，母音変換によって名詞化している。
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(21)		 ɡina 	qiiχaa=ɡyaan=ʼuu 				   dii 		 ɡudəŋaay 		 ɬkuxida-ɡəŋ-ɡiin-ii.
					     INDF 	find[NMLZ]=and=FOC 	 my 	mind 					     be.worried-HABIT-PST-INFO

					    「何かをみつけて，私の心が落ち着かなくなったものである」

この従属節標識 =ɡyaanが付いた従属節の述語（この例ではqiiχa ‘to find’）は，
母音変換による名詞化した形式（qiiχaa）だけでなく，-sあるいは -ɡən (PST) 
が付いた定動詞の場合もある。他に =dləw ‘when’ も同じパターンを示す。

４．まとめ

以上，従属節標識によって，従属節の述語動詞がとりうる形式の種類と型を
見てきた。従属節を分類する際に本稿で用いた視点は，次のようなものである。

a)		 従属節の述語が動詞的であるか，名詞的であるか。
b)		 動詞的である場合は，定動詞である，つまり，屈折接尾辞が付加される

か否か，それとも，それらの付加が随意であるか12。
c)		 名詞的である場合は，どのような手法によってその動詞が名詞化されて

いるか。

データが揃っておらず，幾分不十分なところがあるが，それらの観点から従属
節を分類したものをまとめると，おおよそ (22) のようになる13。

	 12	 但し，先に指摘した通り，近年の話者が話すハイダ語においては，単文あるいは主節においてさえ，
屈折接尾辞が付かない不定動詞が現われることが多く，屈折接尾辞の付加が随意か否かが不分明に
なりつつある。

	 13	 一部，データが不足しているものは，Enrico (2003, 2005) によって補った。但し，ここにあげたの
はすべての従属節標識を網羅しているわけではない。また，主に20世紀初頭に生まれた話者を対
象にしているEnricoの記述にも不正確なところや現代の話者とは異なるところがあるため，今後，
更に詳しく調べる必要がある。
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(22)		 従属節標識と従属節の述語動詞の形式の関係

	 14	 これらの動詞が母音変換によって名詞化したとするのは，Enrico (2003, 2005) の記述による。筆者
自身の調査では，その点を確かめていない。

この表の上にあるものは，専ら名詞句となるので，節としての自立性が低い
のに対し，下の方は，従属節に定動詞が現われるという点で，節としての自立

動詞的 名詞的
定動詞

不定動詞 -ɡaay 母音変換 意味分類*
標　識 -ɡən -s

=qawdi ‘after’ + sequence
=ɢaadχan ‘if not’ + (+)14 conditional
=kʼyaawɢa ‘in order to’ + (+) purpose
=ɢá ‘until’ + sequence
=kunɢasda ‘before’ + + sequence
=ɡaŋaaχan ‘as soon as’ + + sequence
=ɡu ‘while’ + + overlap
=ɡuud ‘while’ + + overlap
=ɢan ‘in order to’ + + + purpose
=ɡyaan ‘if’ + + + conditional
=skʼyaan ‘although’ (+)** (+) concessive
=ɡaŋəŋ ‘like’ (+) (+) manner
=silaayɢa ‘after’ (+) (+) + sequence
=di ‘during’ (+) (+) + overlap
=ɢii ‘because’ (+) (+) + (+) reason
=kʼyaaɬ ‘everytime’ + + circumstantial
=sɢawdaɡi ‘because’ + + reason
=ɡyaan ‘and’ + + + coordination
=dləw ‘when’ + + + time
=sda ‘after’ + + + sequence
=ɢaɡən ‘because’ + + + reason
* 意味分類は，Thompson et al. (2007) による。

** ( ) は，それらの屈折接尾辞（時制標識）が随意であることを示す。
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性が高いと考えられる。定動詞が現われるものの中でも，述語動詞が -sで終わ
るものは，-ɡənで終わるものに比べ，自立性が若干低い。

一見したところ，従属節標識の表わす意味分類と従属節の自立性の間に何ら
かの相関関係は認められないが，他にも，例えば，主語が主節と従属節で一致
する必要があるのかどうか，一致する場合の主語の現われ方，また，これらの
従属節の間において，一方が他方のより大きな従属節の中に現われ得るのか，
また，副詞句のかかるスコープの広狭，主節と従属節の間の時制の関係などを
考慮すれば，より細かい分類ができるとともに，何らかの傾向が見えてくる可
能性も考えられる。
　ところで，従属節の述語が動詞的である場合，その形式は，屈折接尾辞 -s 
(REL.NPST), -ɡən (PST) が付いた定動詞，あるいは，それらが付かない不定動詞
に限られるというのは，連体修飾構造の述語のそれと同じである点に注意する
必要がある。堀（2018）では，連体修飾構造を疑似名詞句とする解釈を示して
いるが，本稿で扱った従属節標識の中には，いわゆる後置詞として名詞句に付
くものもある。例えば，

(23)		 a.	Vancouver=ɡu	「バンクーバーで」			   Cf. =ɡu ‘while, as soon as’ (2)
					     b.	taan=ɡaŋəŋ			 「クマのように」					     Cf. =ɡaŋəŋ ‘like, as’ (5)
					     c.	naaɡaay=ɢá 			 「家に向かって」					     Cf. =ɢá ‘until’ (13)
					     d.	̓ laa=ɢan 					    「彼（女）のために」	 Cf. =ɢan ‘in order to’ (15)

すなわち，同じ形式が名詞句にも節にも付き得るという点から，名詞句と節の
間に平行性があると考え，ここで扱った連用修飾構造と連体修飾構造を統一的
に解釈する可能性も考えられる。まだ成案を得るに至っていないが，いずれ考
究すべき問題として指摘しておく。
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